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イチゴは夏の高温・長日条件下ではランナーによ
る栄養繁殖を行い、初秋から晩秋に平均気温が２
５℃付近まで下がると短くなった日長に反応して
花芽を分化するようになります。２５℃以上の高
い温度では、イチゴの花芽形成は完全に阻害さ
れ、温度が１２～１５℃以下になると日長にかか
わらず花芽を分化します。品種間差ありますが、
１５～２５℃の範囲においてのみ短日条件下で花
成誘導が起こります

自然条件下で生長するイチゴは晩夏の温度と日長の低下に反応して花芽
分化し、秋の短日・低温条件に反応して葉が小さくなり、わい化して（ロゼッ
ト：不良環境への耐性が強まった状態）、休眠に入ります。次第に休眠を深
めていき、１１月ころに最も深くなります。秋から冬にかけて光合成産物は
根に転流し、根量が増加して糖やデンプンが根に蓄えられます。春の再生
長と開花結実に備えて貯蔵分を蓄積することも根の重要な機能となって
います。その後、冬の低温で休眠打破され、春になって温度が上昇すると
開花結実します。休眠は生育に不適な冬の低温に対する適応であり、生き
残るためのものといえます。

収穫期を早める（促成栽培）ために高冷地育苗、断根ずらし、ポット育苗な
どの花芽分化促進技術が開発されており、さらに発展して低温暗黒（株冷
蔵）処理や夜冷短日処理などが行われています。
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[トンネル保温と栽培管理] 休眠が開けた２
月上～中旬には、保温するためにトンネル支
柱を1ｍごとに立ててビニールなどで被覆し
ます。冬の寒さには強いですが、地上部が伸
長をはじめると低温に弱いので、トンネルで
温度を確保するとよいでしょう。半月ぐらい
は密閉し、葉が伸びはじめたらトンネル内の
温度の上がりすぎを抑えるため両側のすそ
を少し開けて換気するようにしましょう。夕方
は保温のため、すそを閉じるようにします。
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苗作りを行う場合は、何年も続けて採ると育ちが悪くなってきますので２～３
年を目安に親株を更新します。

[収穫]
赤く完熟したものから収穫していきますが、
ナメクジの食害が多いので注意します。露
地栽培では、収穫期間は１カ月程度になりま
す。開花から成熟までの日数は温度による
影響を受け、積算温度600～700℃で収
穫期に達します。着色をよくするためには、
果実への日当りをよくすることが必要です。
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